
■鵞流峡対策の検討経緯

鵞流峡対策は平成21年度より以下の3つの組織により検討が進められてきた。

名称 目的・位置づけ 開催回数（予定を含む）

鵞流峡治水技術検討会 治水技術面からの検討 11回

鵞流峡景観・環境検討会 景観・環境利用面からの検討 8回

松尾・下久堅地区治水事業協議会 安全・安心な地域づくり 6回

鵞流峡対策の検討組織

鵞流峡景観・環境検討会

【構成委員】
・景観・河川環境を専門とする学識者
・河川管理者
・水文化・歴史を専門とする学識者
・地方自治体関係者
（計7名）

松尾・下久堅地区治水事業協議会
【目的・位置付け】
鵞流峡狭窄部の堰上げにより流下能力不足が懸念される松尾地区・下久堅地区
とその治水対策の影響が懸念される龍江地区・竜丘地区・川路地区について、
治水、環境、景観、河川利用の観点から学識経験者や、地域住民、団体、企業、
自治体等の意見を事業に反映し、安心・安全な地域づくりを目指す
【着眼点】
治水対策について、安心・安全な地域づくりや河川利用に着目

【構成委員】
・鵞流峡治水技術検討会座長
・鵞流峡景観・環境検討会座長
・河川管理者
・地方自治体関係者
・地元住民代表
・河川愛護団体
・公募
（計19名）

鵞流峡治水技術検討会

【構成委員】
・河川を専門とする学識者
・河川管理者
・国の研究機関に属する研究者
（計6名）

【目的・位置付け】
鵞流峡対策について、治水技術面からの検討
【着眼点】
・鵞流峡上流（松尾・下久堅地区）及び下流（龍江・竜
丘・川路地区）の治水安全性の確保（堰上対策・土砂
対策）
・重要な環境を保全し、効率的・効果的な治水対策
【手法】
・水理模型実験、数値解析による治水対策の検討

【目的・位置付け】
鵞流峡対策について、景観、環境、河川利用の観
点から対策を検討
【着眼点】
・現在の豊かな環境、景観を可能な限り保全・再生
・現在の河川利用、観光名所としての継続
【手法】
・水理模型、CGなどを用いた景観対策の検討
・現地調査に基づく生物生態系の保全対策の検討

・狭窄部の堰上げ上流区間
の流下能力不足

・土砂の堆砂による流下能力
の低下

河川利用・観光

【河川利用】舟下り・
ラフティング等

【観光】観光資源

豊かな自然が形成
する良好な景観

【自然環境】
天竜小渋水系県立公園の第2種
特別地域に指定
【河川環境】
貴重な生物の採餌や繁殖に利用
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松尾・下久堅地区治水事業監理委員会（仮称）について

第６回松尾・下久堅地区治水事業協議会
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■松尾・下久堅地区治水事業監理委員会（仮称）へ移行

鵞流峡治水技術検討会 鵞流峡景観・環境検討会
情報共有

情報共有情報共有

構成員 所 属 （専門）

学識者・有識者

土木工学・河川工学

土砂水理学

生物・生態（動植物）

景観・デザイン等

河川利用団体 河川利用者

行政機関 関係行政機関

［設立主旨］
鵞流峡対策は、鵞流峡の自然・社会条件を勘案し、治水、景

観・環境、地域づくりの３つの視点から、きめ細かな検討が行わ
れ、松尾・下久堅地区治水事業計画が策定された。
今後は事業の実施にあたり、事業計画の考え方を設計・施工・

維持管理に反映していくと伴に、新たに課題が生じた場合には、
事業計画の考え方をもとに適切な対応をしていく必要がある。
このため、事業監視と課題への技術的な対応を行なう組織とし

て、松尾・下久堅地区治水事業監理委員会（仮称）を設置する。

［主な監視・検討項目］
・景観・環境・利用に配慮された設計・施工
・土砂堆積のモニタリングと維持管理
・事業計画の進捗状況
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松尾・下久堅地区治水事業監理委員会（仮称）について

松尾・下久堅地区治水事業監理委員会（仮称）

松尾・下久堅地区治水事業協議会


